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R2)屋久島の人と自然の宝物 荒波の中での継承への努力
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外からの荒波に沈みかけている島独自の自然
と文化
都市化・合理化・科学技術信仰の波にの
みこまれそうな屋久島の自然と文化

島と島の暮らしを守ってきた地元の営みが忘れ去ら
れようとしている　

屋久島にいると気づく野生の自然
の力と循環の仕組み

環境重視の時代の流
れに上手にのった仕
事が生まれている

自然公園の理想と現実のギャップは大きい

島を守る不断の努力がきちん
と知られていない

人間に飼い慣らされない屋久島の自然
の力

自然公園は全体計画やテーマが見えず，まわりの環境や
地元になじんでいない

屋久島には伝統的な生活・文化
を伝える人や資料が少ないなが
らもある

人間にコン
トロールさ
れていない
，され得な
い自然の脅
威と魅力

屋久島に来ると身近なもの
から壮大なものまでいきい
きとした自然の力を感じる

人と自然が深く関わるゆったりと
した生活・文化を今もいきいきと
伝えている地元の人がいる

島の環境と生活の都市化により，生物も妖怪も
絶滅の危機に

自然公園は見せ方に工夫が必要。
温泉と付属施設の問題も多い

環境という新しい価値
が地元に徐々に浸透し
つつあり雇用も産みだ
している

町の長年の努力にもかかわらず
，自然公園と周りの自然との調
和はまだ達成されていない

屋久島のことを真剣に考え行
動している人たちがいるがな
かなか実を結ばない

温泉とその付属
施設の現状は将
来の発展のため
にはまだまだ不
十分な面が多い

生物や妖怪が生き延びられる恐ろ
しいような環境がどんどん少なく
なってきている

シダやコケの生命力・鮮や
かな虹。屋久島に来て気づ
く自然の鮮烈な魅力

人と自然が深くかかわる生活を今も続
けている地元の人がいる

自然公園の展示
室の説明やパン
フには一貫した
テーマと効果的
説明がない

自然公園とい
いながら周り
の自然と調和
しきれていな
い景観が生み
出す不響和音

島民の声や参加を求める姿勢はあ
るが実現はなかなか難しいようだ

屋久島の魅力は屋久島らしい建物や時
間の流れにあると感じている島民がい
る

環境保護の歴史と努力がある
のに気づかれておらず，示さ
れてもいない

現場で五感を駆使し
て楽しめるように良
質のサービスを提供
しているフルーツガ
ーデン

思わずはっとさせられる壮
大な自然や身近な小さい自
然の表情の魅力

都会的な暮ら
しにあこがれ
る島民もいる

公園のために多
額の費用や努力
がつぎ込まれた
が採算はとれて
いない

地元の人たちの
歴史ある祈りの
場がある。

温泉施設の復活
には未解決の課
題が山積み

地元の森を大切にという
新しい価値観が，林業に
新しい仕事を作り出す

総合公園の展示
室は植物の説明
があるものの体
系的な分類，効
果的な説明がさ
れていない

宮之浦事業所での仕事，生活の
様子がわかる資料

屋久島のことを真剣に考えている
地元の人たちがいる

町の努力　分別と地域内
循環がちゃんと見える。
ゴミ処理

里には今も自然
を生かす技が生
きている。鰻釣
り，ヨモギ摘み
，カカラ採りが
できる

自然に親しみ食べて楽し
める。よく工夫されたフ
ルーツ・ガーデン

種から花が咲く
まで１２年。手
間がかかる割に
安すぎる値段で
売られている

短い時間でも上手にガイ
ドをするとわかりやすい

自然が変わり，町の生物や妖怪が
いなくなった

台風４号の力が一目で
わかる壊れたボードウ
ォーク              

宮之浦事業所の鍛冶屋
さんの日記が出てきた

地元の木で家を作ると
いうポスター        

森の中の牛床詣所は異
次元空間・祈りの場  

人々の祈りの場があっ
た益救神社・牛床詣所

中間の村の中にあるガ
ジュマルは６００歳！

着生植物・地衣類・コ
ケ……のパワー      

何を見せたいのかわか
らない屋久島自然総合
公園のパンフ        

自然総合公園では植物
の効果的な説明がされ
ていない            

種から育てて１２年。
花を咲かせて今売ろう
としている。        

食べる前の実のなる木
を見ることができるフ
ルーツガーデン      

自然を生かしたオシャ
レのあるフルーツガー
デン                

シカもサルも植物もそ
のまんまだからいい（
西部林道）          

真剣に故郷の島の未来
を考え悩んでいる町の
職員（Ｋさん３４歳）

”神秘の島屋久島”へ
の期待を乗せて僕のフ
ェリーは走る        

来てみたら里・文化も
すばらしい・面白い  

ガイドがいるとわかり
やすい。思わず「へぇ
ー」と感心          

雑然と並べてあるだけ
にしか見えない植物の
展示                

気づかれていないけれ
ど「環境に配慮した」
道路づくりの展示場に

屋久島の自然を熱く楽
しげに語る岩川文寛さ
ん                  

シャクナゲの値段、手
間がかかるわりに安す
ぎる。採算とれるの？

自然公園にゴルフ場の
ような芝生があるのに
違和感              

屋久島では山と海のつ
ながりを実感できる。
（例）①山の岩と海の

自然公園で鹿よけのフ
ェンスが目についた  

屋久島でも子どもはフ
ァミコン。川ガキは絶
滅寸前か（塚田さんの

廃油から石鹸生ゴミか
ら堆肥              

屋久島高校の生徒にゴ
ミの分別を教えてもら
いました            

屋久島は時間の流れが
違うことを感じて欲し
い（塚田さんの話）（

自然保護の歴史を伝え
るものが形になってい
ない（木原さんの話）

スローライフという理
想と自然公園の経営を
考えるという矛盾（塚

昔は小さな湯治場だっ
た（永野さんの話）  

いい冷泉水だが量は少
なめ排水処理は未解決

昔は火の玉など出るも
のも出た（大牟田さん
）                  

自然公園の前は杉の人
工林で木の下はガッパ
草（ドクダミ）の原だ

今もウナギつり、ヨモ
ギつみ、カカラとり（
笠井さんの話）      

川に芦原がなくなり、
魚が少なくなった（永
野さんの話）        

研究者の人が貴重な植
物を減らしている……
ということもあるか？

林業縮小の後も世界遺
産登録のおかげで営林
署にも保護の仕事があ

森の中で人々が働いて
いた証拠の写真が残っ
ている              

２０分という絶妙な時
間でガイドする      

コケや小さな植物で，
石にも表情がある自然
公園                

自然公園関連ではこれ
まですでに１９億円が

夜は泊まれない休憩舎
。利用案内もありませ
んでした。          

ガラッパはもういない
（笠井さん）        

カメラにしっかりうつ
る虹が出ている      

利用者の意見を聞く箱
をもうけている楠川温
泉                  

島民向けの生涯学習。
どのくらい参加者があ
るのだろう          

島に新しいりっぱな建
物ができても興味がな
いという岩川文寛さん

「まんてんの里」の看
板が島中いたるところ
に！！              

かすむ山並みからきれ
いな水が流れてくる風
景が自然公園の近くに


